




















































































































り、 「賢在」の遺跡を相続し、更に、 「 （使
い）王兼久」の遺跡を相















































































































　「王兼任」と「王兼久」は、伊勢臨時奉幣の使王として、同時代史料にはそれぞれ「兼任王」 ・ 「兼久王」と見えるが、彼らについては次章 おいて検討する。　さて、源兼字の父、河越重忠の出自は、真継家の家伝に記載が
あることが、藤森馨氏によって明らかにされている。即ち 名古屋大学所蔵 「真継家文書」 三九号
 真継能弘 『家伝 （加今案禁他見） 』
によると、河越重忠の父は、松永久秀の旧臣、河越宗也（本名、重宗）であり 宗也は、 「天正五年（一五七七）の松永家滅亡後京都に住居し、娘が平田職忠に嫁したため、平田家に同居するようになったという。そして、平田職忠と河越宗也の娘との間に誕生した娘が、さらに宗也の子息 に嫁し、真継久忠と兼字を生んだのである
*6」という。
　




































しかし、 この続柄には、 年代において疑問点がある。 『地下家伝』
によると、平田職忠は天正八年（一五八〇）生まれ、真継久忠は元和二年（一六一六）生まれであり、両者の年齢差は三十六歳である。職忠の子、職在が慶長六年（一六〇一 生まれであることを勘案すると、真継久忠らの母を平田職忠の女子とすることには、やや無理があ ように思われる。可能性として有り得るのは ①《職忠の女子は河越重忠の後妻で、久忠の母は河越重忠の先妻である》か、②《職忠の女子は、実の女子ではなく、養子である》かの何れかであると考え べきであろう。　
また、同時代史料には、源兼字の前名とされる清原賢充を、清


























































































納大蔵大甫職定朝臣次男／平田兵庫頭） 」と見え（五五葉裏） 、 『地下家伝』八「蔵人所行事所
　
深尾（元平田／姓中原） 」に深尾家
の初代として見える 職久（出納大蔵大輔中原職定次男） 」 （ 『地下家伝』 上








前述のように、 通説では、 真継久忠と「源兼字」 （即ち中原賢充）
































































































































































 職忠の養子） ）のうち、 「次男」の中原賢在
（一六一四年生）は、 外祖父
 中原職廣（職久）より兵庫寮を相続し、


























































される「王兼久」即ち兼久王（生年不明）は、 「使王兼任次男」とされる「清原賢在」即ち中原賢在 一六一四年生）と、兄弟であると 。そして、この中原賢在の兄弟は、真継 忠 中原賢充である。中原賢充は、 正保四年（一六四七）の例幣で「兼字王」として初めて使王代を勤仕したので、 「兼久王」ではな 。従って、「兼久王」は、真継久忠に比定される。　
既に述べたように、久忠は、義兄弟の紀親賢（一六二二年生）
が真継家から離れたために真継家を相続し 。 「 」が最初に使王代となったのは一六二九年であるので 久忠が「兼久王」であるという推測が正 ければ、それは、彼が真継家を相続する以前、まだ河越と称していた時のことであると考えられる。真継家を相続した久忠に、かつ 使王代を勤仕した経歴がある とを背景に、真継家が を勤仕したと主張する真継家の家伝が造られたのであろう。　
次に、兼任王について。兼久王に比定される河越久忠の父
河越源重忠である。よって、兼久王の父とされる兼任王は、河越重忠に比定さ る。この推定は 後世 創作され 真継家の家伝を除けば、少なくとも、他 文献と矛盾することはない。　
河越重忠は、松永氏の遺臣である河越宗也（源重宗）の子であ








らは、鎌倉末期から室町初期にかけて公文職の相伝をめぐり骨肉の争いを演じ、相論の末期に、王氏の外孫女を娶った「河越兵衛三郎隆俊」なる人物が現れる。この河越氏は、大部庄ま はその周辺地域における在地勢力であったと考えられるが、詳細は一切不明である。もし河越宗也とそ 子重忠が、播磨国大部庄の王氏外孫女を娶った河越氏の子孫ないし一族であったとすれば 王氏の外裔または縁戚者として使王代に選ば た、 。しかし、播磨国大部庄の王氏外孫女を娶った河越氏 子孫が織豊期まで続き 松永久秀の家臣となった経緯を示す史料的根拠は 現時点では全く知られていない。よっ 、この説は単なる憶測に過ぎないが、わずかながらも蓋然性がある仮説として提示しておきたい。　
それはともかく、 兼任王と兼久王を河越家の源重忠と源久忠 （後




























正月十九日の後西院即位由奉幣 は、 『忠利宿禰記』同日条に「使王從五位下兼字王。是ハ左官掌子亮房也」と り、萬治二年（一六五九）九月十一日の例幣では、 『忠利宿禰記』同日条に「使王代主殿民部職行、宣命ニハ王從五位下兼字王」とあり、それぞ
?????????????????14?
（二四）


























ては、使王代の作名と、勤仕した個人との間 特定の専有関係はなかったのであるが、使王代を勤仕する が主に中原賢充であり、使王代の作名として専ら用いられたの 「兼字王」であったため、時代の経過と共に、 「兼字王」に対する正確な知識が忘却され、後世において 「兼字」は賢充が改名した個人名であると認識されるようになった、と考えること できよう。　
伊勢例幣が再興され、伊勢臨時奉幣をも含め、伊勢への奉幣が
恒例化するに伴い、河越家は、 々使王代 勤仕する家 て自己認識を強め、河越賢兼の代に 斎部 を勤仕した真継家が斎部宿禰に改氏姓した影響をも受け、過去 家例を整理したが、その過程において、既 本義が忘却され いた「兼字王」 取り上げられ、河越家の家伝に 誤っ 形で採録されるに至った、と考えることができるのではないだろうか。　
なお、使王代の作名が個人の専有になったのは、元禄初年であ





13／Ｉ／７」 ） ） 。これは、 使王の通字である「兼」
に、中原賢充の諱のうち通字ではない「充」を併せたもので、中原賢充に専有の作名として適切なものと言うことができよう。おわりに　
以上、 本稿では、 江戸前期の伊勢使王代の作名「兼字王」と、 「兼































































父兵庫頭中原職久男。母讃岐守多忠宗女） 」 （ 『地下家伝』上




























































































































































































































On KANENA-OU, a Substitute for SHIOU of ISE-HOUHEI
AKASAKA, Tsuneaki
キーワード ： 兼字王、使王、伊勢奉幣使、河越氏、真継氏
Key words ： Kanena-ou, shiou(tsukai-no-ookimi), houhei-shi to the ISE Shrine, the Kawagoes, the Matsugis
